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二
十
歳
の
集
い

子どもたちを
いっぱい笑顔にできる
立派な保育士に
なりたい

介護職に就いて、
人の役に立ちたい

彼女を一生
幸せにします

笑顔で楽しく
毎日過ごしたい

　
本
田
り
く
と
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
大
学
を
卒
業
後
は
農
業
を
武
器
に
、

第
1
の
故
郷「
八
代
市
日
奈
久
」と
第
2
の
故

郷「
鹿
児
島
」を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。農
業
を
既
存
の
生
業
で
は
な
い
新

し
い
農
業
の
形
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

本
村
ひ
と
み
さ
ん

（
第
七
中
出
身
）

松
永
拳
嗣
さ
ん

（
第
三
中
出
身
）

坂
本
大
地
さ
ん

（
第
二
中
出
身
）

森
本
亜
弥
華
さ
ん

（
日
奈
久
中
出
身
）

本
田
り
く
と
さ
ん

（
日
奈
久
中
出
身
）

令
和
５
年
八
代
市

　
令
和
5
年
八
代
市
二
十
歳
の
集
い

が
１
月
8
日
に
八
代
ト
ヨ
オ
カ
地
建
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、二
十
歳
を
迎
え
る

１
０
５
７
人（
男
５
０
３
人
、女
５
５
４

人
）の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
は
、成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、名
称
を「
成

人
式
」か
ら「
二
十
歳
の
集
い
」に
変
更

し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
５
２
２
人
が
参
加
し
、中

村
博
生
市
長
は「
学
ぶ
心
を
常
に
忘
れ

ず
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
、力
強

さ
と
優
し
さ
を
育
み
な
が
ら
、こ
れ
か

ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、人
生
の
節
目
を

迎
え
た
思
い
や
人
生
の
抱
負
を
主
張
す

る「
二
十
歳
の
主
張
」や
旅
行
券
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
一
言

二
十
歳
の
主
張

　
無
事
に
二
十
歳
の
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、

地
域
の
方
々
や
先
生
方
、た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い

で
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、感
謝
の
気
持

ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。春
か
ら
は
保
育
士
と
し
て
働

く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、保
護
者
の
方
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
先
生
を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す
。

鍛
島
朱
璃
さ
ん

（
第
六
中
出
身
）

二
十
歳
代
表
挨
拶

❶式典の様子　❷八代市二十歳の集い実行委員会の皆さん
❸・❺・❻・❼・10・11久しぶりに再会した同級生と記念撮影
❹振袖姿で「はい、ポーズ」　❽抽選が当たり大喜び
❾抽選に当たるように祈る　12再会のうれしさに手をつなぐ

二
十
歳
の
抱
負
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か
し
ま
　
し
ゅ
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け
ん
し

あ
　
み
　
か
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